
（1）利用目的
　二光束干渉を用いたレジストのパターニング
（2）実験方法
　以下の流れで実験を行った。
（1）作製したレジストをウェハに塗布し、ホットプレートでベークした。
（2）露光機内に試料をセットして、真空に引き、BL09とグレーティング（22.5/20LS）
を用いて露光を行った。
（3）露光終了後、試料を取り出しホットプレートでベークした。
（4）現像液に手動で浸した後、水でリンスをしてパターニングしたウェハを得た。
（5）ウェハのパターニングした部分を走査電子顕微鏡で観察した。　
（3）実験結果
    試料3点を露光した結果、試料#1では、22 nmL/S、20 nmL/Sのパターンを確認でき
た。試料#2は、22.5 nmL/Sのパターンを確認した。試料#3は適切な照度条件ではなかっ
たのでパターン形成ができていなかった。試料#1、#2ともにブリッジと倒れの有無を確
認した。二光束干渉によって、パターニングできることが確認できた。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　 この手法で22.5 nmのパターンが形成できていることが確認できた。またレジストが
どのくらいまでの解像力があるのかも確認できる。使用するグレーティングによって
は、1X nm（10 nm台）の解像も可能であり、今後のレジスト開発に有効活用が可能であ
る。
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利用成果の概要
　BL09の2光束干渉露光装置を用いてレジスト2種の露光実験を行い22.5 nm
のパターン形成を確認した。
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図面等
　BL09の干渉露光装置
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